
浅海漁場調査(奥内沖水質詞査)

実

久

男
光

重

形

助

藤

山

足

斉

長

続
課及

'

並

日

必

査謝

技

者当担

I 目的
浅海増殖の発展要因を今'明するため青森市奥内地先の接持事漁場の環境(特tて水中溶存酸素)の釘査

を行~号。

E 調査方法
1 期 間 昭和<11年 6月21日から 8月 29日までの毎旬 1由 計 7回

4. 調査方法

青森市爽内小学校エ b1， 4 20m  
青森市奥内郵便局王 b1， 6守口 mのととろ

気温・水温・酸素量・ B・0 ・D.'，塩素量・透明度・底質

奥内地先.距岸約七 40 0 mの調査地点、fてないて‘転倒式採水器によ bi海面ょ b7.k
深 5m毎K採水し酸素量、 B ・0 ・D ・塩素量を測定した。水温は採水器K取付け

た転倒水誤計fてよ b測定した。底質については.漏斗Z型採泥器Vてより採泥を行設い、

試験場K持ち帰b分析書官に王 bふるって.粒度組成を調べた。

2 説査地点

3 調査項目

E 調査結果
翻杏綜果は第 1.......第 7表のとなりであるロ

1.水温{第T図参照}

水温についてみると調査期間中 12.1 3'C.......2 2.8 o'C の範囲fてあり.水深が増すにつれ， {gい値を

示してh忌't'

表面水混は 6月21日の 14.30'Cから 8月 29自の 22.80.Cまで Eを追って増加Lている。

水夜 1!i m層までについてみると表面ー水混とほぼ同じ割合で増加しているが， 20m以深では.や

』気温の影響が少左〈走っている¢表層と底層の温度差Vてついてみると， 8月 14自の 3.7.Cが最

も大きぐ平均 2.<1 8.Cであるので 7， 8 月の夏季になhても温度差は大き (~v>，。

Z 溶存酸素量〈第2図参照}

D・0は調査期間中 6.'i' 3 mT' /s o上の値をを示しているeζれは飽和度で 87. 1 t%以上で時
に過飽和『てたる事もあるが.ほとんど飽和に近い値である白各水深による変化についてみると.水

深 z0 m_層位迄は表層とほとんど変 þ~いが. 25m層以深では減少してhる。

3 s.・0・Dc第5国重量照}
B ・0・Dについては海底近〈では有機物の沈澱がある為vt億が大き〈念るが.調査期間中広03

--2. 8 2 m.~/.e の値を示してなり.底層に於てもそれ程大き念値では乏い。各水深簡の変化fてつ

いては顕著左傾向は昆られをかったe

4. 塩素最(第4函多照 1

塩素最は豪華査期間中... 1 7. 4 7....... 1 8. 7 () %dV伎を示してお、T.水深が増すにつまヒ漸精している。
表層と底麿との差は平均 D‘ 5 予%であ.~塩素震については 7 月 2 6 日{雨~~区各層とも低い値を

示してな!J.気象条件やがfm水の旅入等I'CJ: !J大き〈変化するものと思われるe
5. 透明度

透明度は 6月21日. 7-月 5B.. 1 4日で 15mであるが.その後8月4日tt'm-.. 8月 t<1自

10m. 8月2空白雪 mと漸次滋少してhるp
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6. 気温(第 5図・第B表参照)

気温Kついて昭和 41年6月......，8月の育ー森市にむける旬別.最高、最低気温を平年と比較してみ

ると. 6月では最高最低ともほとんど平年以下K左っているD

7月匂本最高気温が上旬と下旬で平年以下.最低気温が上旬で平年以下とをつて$'T .月平均では

最高、最低とも平年以下に左っている白 8月K在ると.最高気温fてついては上旬と中旬.最低気温

については上旬が平年以下に在っているが.月平均では最高最低とも平年以上の値が出ているo

以上を要約するとる""8月上旬にかけては.平年エ b気温が低い日が多いととがわかるD

7. 底質(第 6図.第 9表参照)

6月21自に採取した堆積物の粒度組成Vてよれば細砂が 51. 4 %と主体を占め中砂粗砂が少~<

沈泥が 26.5%と多〈在っているの粒度組成沙諸らみて底層読の弱いところであるo

W 考察
観測地点iτ奥内地先、 E巨岸1，4 0 0 mの所で.近〈 κはホタテ員の垂下養殖の施設があれ毎回同

じ位置で観測を行なった。この地点は海図でみると 20m等深線か海岸に迫つてなb、潮の停滞が起

と盛恥条件に宏っている。きた漁師の話では 6・7月頃K海がわくと言って.硫化水素が発生し底棲

生物の大量発死の起とる年があるとの事である。 したがって.今回の謝査では溶存酸素量の季節変化

に特に着目して調査を行左ったのであるがいずれも 80 %目上の飽和度を示してなT.夏季停滞期に

起とb易い無酸素層も見られ左かったでも水温についてみても.垂直変化が小さししたがヲて.成層

による無酸素層のできにくい ζとが示されている。また.気温tてフいてみても.今年の 6・7月が平

年:.rT低<.夏季停滞の起とり1'(<い一因を左していたものと思われる。
念台、海底直上数C慨までの!奮の酸素量Kついては.採水器の都合で測定でき左かったが底質が t~f~ て

あることから酸素成層が起とっているかもしれ左いがその程度Kついては今回は判定でき左だてた一口
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第 1表 水質分析値(6月21日)

PM 1........3 天気 ① 風向 w 

風力 4 

透明度 15m 

潮流 ssw弱雲量 5 

水 深 宵l 水 混 。C 塩素雪見。 酸素ID:mr;/.e 飽和度 % B・o.Dmr;/.e 

。 1 4.3 0 1 8. 3 6 8. 6守 1 0 1. 0 

5 
1 4.2 0 1 8. 3 9 8. 6 5 1 0 O. 0 

1 0 
139 9 1 8. 3 7 8.11 5 9 8.2 

1 5 
1 3. 11 5 1 8. 3 9 8.8 6 1 0 1. 7 

2 0 1 3. 2 2 1 8. 5 1 9.2 2 1 0 5.7 

2 5 1 2. 3 0 1 8. 6 6 9.0 5 1 0 2.2 

2 8 1 2. 1 3 1 8. 7 0 8.3 4 9 4. 0 

第 2表 水質分析値(7月5臼)

PM 1........3 天気 。 風向 S~

風力 2 

気温 15.EfC 

透明度 15m 

潮流 ssw弱
雲量 8 

水 深 官1 水 密『 。C 塩素量見。 酸素量 mr;/.e 飽和度¢ B'O J)mr;/.e 

。 1 5. 3 0 1 8. 0 8 8. 0 5 
935 日.1111 

5 1 4.8 0 1 8.3 1 7.8 8 9 3. 2 日21 

1 0 1 4. 2 0 1 8. 11 7 8. 1 3 9 5.11 O. 3 6 

1 5 1 4. 1 0 1 8.5 1 8. 1 0 9 4. 6 O. 5 6 

2 0 1 4.0 0 1 8.5 2 8.3 9 9 7. 9 

2 5 8. 1 11 9 4. 7 1 3. 9日 1 8. 5 1 

2 9 7. 9 5 9 2.5 O. 
1 3日日 1 8. 6 11 

8. 0 2 9 3 6 てZ
2 9.2 1 3 9 0 1 8. 6 1 
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水質分析値( 7月 14日)第 5表

N 潮i荒
21.8'C 1昆在三

)(i 風向 NNWの天気1~3 PM 

15m 

水 深 肯1 水 温 ℃ 塩素量見。

時一台一一q?ヲ9一係?4ヤ45寸一ih1(作l一B……空竺?一竺。 1 7. 5 0 1 8. 1 0 8. 2 0 

5 1 6.2ヲ 1 855 
一一一ー」一一一
8. 2 8 

1 0 1 5. 9 9 1 8. 3 9 8. 5 5 i 1口口ヲ[

ー一一一一一十
1 5 1 5. 4 2 1 8. 5 0 8. 6 5 1 0 3 1 043 

8. 4 1 I 1 0 0 0 2 0 1 5. 3 0 1 8 5 3 1. 1 5 

2 5 1 4. 9 4 1 8. 5 5 ? 7. 5 

7. 7 4 i 

一--L
2 9 1 1. 2 日 51 

海底 1. 2 3 1 4. 6 2 1 8. 5 5 8. 2 1 守色 7

透明度5 風力雲量

水質分析倍(7月26日)第 4表

2 1.1'( メゴ、内
)('ョ住N 風情]• 天気1~3 PM 

量 10 

m 水温℃ 1塩素量売c時川降す弓%• BOD m'f/s 

J 
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第 5表 水質分析値(8月4白)

PM 1........3 天気 。 風向 SE 気温 22S'C
潮杭 N 

雲量 10 風力 1 透明度 11m

水 深 行l 水
is・4こJE 
℃ 塩素量見。 酸素量 mVs 飽和度係 B.O心 mg/s

。 2 0.3 0 1 7. 8 8 7. 5 4 '1 7.2 日70 

5 1 9. 9日 1 8. 1 1 7. 6 0 9 7. 3 0.0 3 

1 0 1 9.7 0 1 8. 1 6 7. 4 4 9 5. 3 0.0 3 

1 5 1 9. 4 0 1 8. 2 3 7.5 5 9 6. 7 日41 

2 0 
1 8.0 0 1 8.4 6 7. 4 1 938 

1 
2 5 

1 7. 1 0 1 8.5 8 7. 3 8 9 0.9 日

1 7. 0 8 8. 4 9 ( 1 0 0.4 ) 。

2 8. 5 
1 7. 0 5 1 8. 5 9 I 7. 5 3 ヲ2.5 

第 6表 水質分析イ直(日月 14日)

PM 1......，3 天気 。 風情JSSW 気温26.5'C

潮祈ENE 
雲量 ? 風力 2 透明度 10m

7)<; i決 宵l 水 1 'c I塩素量先。 酸素量時/s 飽和度 % BOD mg/s 

日 2 2. 0 0 1 7. 7 3 7. 0 2 9 3. 1 O. 4 7 

5 2 1. 0 0 1 8. 1 6 7. 2 2 9 4.5 日92 

1 0 2 O. 6 0 1 8. 2 5 7. 2 4 9 4. 5 日.62 

221055-斗→1|| --20 401 1 1 
1 8. 3 5 7. 0 9 9 2. 5 。白 62 

1 9. 8日 1 8. 4 8 7. 2 1 9 3. 0 O. 3 0 

1 8. 8 0 1 8. 6 1 7. 2日 9 1. 3 0.3 6 

6. 9 3 8 7. 1 口19 
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第7表 水質分析値(8月29日}

PM 1"""3 天気 C 風向 W 気温29.2'C

瀬疏 SSE
雲量 6 風力 1 透明度 ~m. 

水 深 押1 水 混 ℃ 塩素量先。 酸素量時V/; 飽和度~ B'()D m'i/o 

。 2 2. 8 0 1 8. 0 3 スo9 9 5.5 O. 4 6 

5 22. 1 0 1 8. 1 4 6.9 7 9 3 1 0.3 7 

1 0 2 1. 2 0 1 8. 2 5 6.8 9 9 O. 6 0.3 6 

1 5 2 0.9 5 1 8. 2 8 6.92 ~ O. 5 0.3 7 

2日 2 0.8 0 1 8. 3 4 
7. 1 4 9 3.0 O. 5 3 

2 5 2 O. 8 0 1 8.3 7 
6. 9 4 ~ O. 6 0.3 6 

2 9 2 0.5 0 1 8.4 8 
6. 9 0 8 9.9 0.3 4 I 

第?表 奥内地先堆積物分析結果 昭和 41年・ 6月21日調査

たよ
中楳 細醸 粗砂 1単砂 細砂

2ヘ， 1 11、G5
05 ....... 02号、， 10125 分別 貝殻等

---a 18.....，4 4.....， 2 0.0 

i" 
025 0，125 1 0.062 中央値 係数 合有率

調査山、 区分 --3 -3・--2-2-1 -1、-0o ..._， 1 1 "" 2 2 .......~ 

内沖 重量比 4.9 17.2 2 0 4 I 3 1 0 I 2 6. 5 ! 
2.75 0.95 1.(1% 

奥 積算比 4.9 22.1 425l7551∞| 
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第1図水温の季節変化
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'-
第2図 溶存酸素(飽和度)の季節変化
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第5図戸 B.O.Dの季節変化
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第4図 塩素量の季節変化
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青森市における匂別最高最低気温第5図

昭和41年6月--8月
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青森市VLj:，>ける旬別最高最底気温第 8表

月

6月 最高|平年|侭宍|長
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中旬 2 O. 9 I 2 0 守 口 i
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